月例山行　関東の山～三ツ峠山（1785.2ｍ）～
寺尾　記
と　　き　　令和２年２月２２日（土）～２月２３日（日）
メンバー　　ＣＬ野口（車）、ＳＬ本田（智）（渉外）、島（車）、富樫、庄司（会計）、寺尾（記録）　
時間記録
　　１日目　２月２２日（土）
豊栄地区公民館６：３０、越後川口SA７：４３、発８：１２、赤城高原SA９：２０、発９：２７、鶴ヶ島JCT、八王子JCT１１：４０、藤野PA１２：３０、大月JCT、河口湖IC１３：０５、河口湖畔無料駐車場１３：１２、富士急山梨ハイヤー乗車１３：２８、三ツ峠登山口駐車場１３：５２、発１３：５８、四季楽園１５：３２、夕食１７：０５～２０：４５、就寝２１：３０
２日目　２月２３日（日）
起床５：３５、発６：０５、開運山６：２０、御巣鷹山６：５０、四季楽園７：１２、朝食７：２０～７：５０、発８：１５、木無山分岐８：３０、送電線鉄塔９：３０、霜山、車道横断１０：４５、天上山１１：１５、富士山パノラマロープウェイ１１：３０、河口湖駐車場１１：５０、昼食１２：１０～１２：５０、１３：００発、河口湖IC１３：１５、藤野PA、赤城高原SA１５：３０、栄PA１７：０５、豊栄地区公民館１８：３０
概　　要



（１日目）　
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新天皇誕生日を含めた３連休初日の２０２０（令和２）年２月２２日、北区の天気は曇り。（２ばかり並んだ日なので「にゃんにゃんにゃん」、「猫の日」なのだとか。）。
島車に富樫さんと寺尾、野口車に庄司さんと本田（智）さんが分乗し、本田（敏）さんの見送りに感謝しつつ、定刻に出発。
豊栄新潟東港ICから高速道路に入り、片道５時間越えの長旅が始まった。
目的の山は山梨県の三ツ峠山。開運山（1785m）、御巣鷹山（1,775m）、木無山（1,732m）の三山の総称である。河口湖をはさんで富士山と向かい合う位置にある。つまり、三ツ峠山と富士山の間には景観を遮る山が何もないということだ。
但し、それは晴れていればの話。今日の三ツ峠付近は雨と強風の予報。明日には、雨は徐々に止むが強風は続くようだ。
越後川口SAで朝食休憩。島車は寺尾に運転を代わる。野口車も本田（智）さんに運転を交代した。湯沢町に入り関越トンネル手前になっても、周囲の田圃やスキー場のゲレンデにはあまり積雪がない。この時期、雪があまりにも少ないのは寂しいものだ。
県境を越え関越トンネルを抜けると、雲は多いが、明るく乾燥しているのが車窓越しにも感じられる。赤城高原SAで、コーヒータイム。元の運転手に交代し、埼玉県鶴ヶ島JCT（ジャンクション）を迷わずに圏央道に入ると、車が多くなってきた。狭山、入間、青梅を順調に通過。しかし、あきるのを過ぎ、中央自動車道に移る八王子JCTが近づいてきたころ、その手前のトンネルに入る１㎞ほど前から急に渋滞となり、ほとんど動かなくなってしまった。
しばらくして、我々がこれから向かう中央自動車道の談合坂手前の小仏トンネル内で、４台の追突事故発生と、FMから流れて来た。気持ちは急くが、観念してのろのろ運転に身を任せるしかない。ようやくトンネルを抜け八王子JCTに入り、何とか中央自動車道に合流した。のろのろ運転は小仏トンネル入口近くまで続いたが、事故処理が終わったのか、急に流れがよくなったので、ほっとする。だが、この大渋滞のせいで予定より１時間以上の遅れになっている。
藤野PAでトイレタイム。駐車場所がなかなか空かないほど混んでいる。本田（智）さんが、予約のタクシー会社に遅れて着くことを連絡し、昼食は、走行中に取りながらひた走る。談合坂SAに入ろうとする車が、渋滞の影響で列をなしているのを横目に、大月JCTから河口湖を目指す。晴れていれば見えるはずの富士山は、厚い雲に閉ざされ、その姿を拝むことができない。すそ野が雲の下に少し見えてきてあれが富士と指さし合う。
河口湖ICを出て、風雨のせいで閑散とした富士急ハイランドを過ぎ、ようやく河口湖畔の無料駐車場に着いた。観光客は少なく、駐車場は空いていた。厚い雲が垂れ込め、湖面を無数の白波が走っている。
装備を整え、１０分ほど待つと、7人乗りの富士急山梨ハイヤーが来た。素朴な感じの初老で「福久」というめでたい名前の運転手は、助手席の本田（智）さんと世間話をしながら、御坂トンネル入口のすぐ手前を右折して、旧御坂トンネルへの狭い御坂道を安全運転で登って行く。河口湖から２５分ほどで、三つ峠登山口に着いた。標高1230ｍ地点で、３台ほどの駐車場所とトイレがある。車は１台も停まっておらず、ハイヤーは、我々を降ろすと、そこでＵターンして帰って行った。
このまま御坂峠への道を２５分ほど歩けば、「天下茶屋」と「太宰治の文学碑」がある。太宰治の小説「富嶽百景」の舞台となった場所で、「富士には月見草がよく似合ふ」との一節は有名だ。
登山口からは、登山道というより車１台分の幅の林道のような道が、轍の跡を深くつけて続いている。風は頭上でびゅうびゅう鳴っているが、樹林の中のせいか身体にはそれほど感じない。雨も小雨か霧雨といった感じだ。道の所々に雪が残っている。先の運転手によると、３日ぐらい前に降った雪だそうだ。坂は緩やかだが、登り一辺倒で、轍は雪が固まり凍ってツルツルだ。滑らないように轍を避けて歩いていると、突然、踏んだ足下の土が落とし穴のように陥没した。観察すると、何と１０㎝近くの霜柱が土を持ち上げている。新潟の山とは気温や湿度などの環境が違うのだ。
体温調整を含めて小休止を３回ほど取り、「四季楽園」への看板標識がある分岐を進むと、ほどなく今宵１泊の宿が現れた。計画より１時間２０分ほど遅れて着いた。
林道のような登山道は、宿まで続いていた。のちに、山頂のTV電波塔の管理道路なのだとわかる。宿の建物から少し離れた場所に２台のジープと軽トラックが並んであった。宿は標高1750ｍ付近だが、周りに雪はほとんどない。日陰になっているところに少し凍って残っている程度である。
温厚でのんびりとした感じの老夫婦が経営する山小屋で、当日の宿客は、我々のほかに後から着いた夫婦１組だけだった。
視界が効かない雲の中なので、開運山と御巣鷹山を巡るのは明日にする。
濡れた雨具やザックカバーを広間の隅のハンガーに吊るし、2階にあてがわれた男女別の2室に入って一息ついた後、1階の広間に集まった。ポットのお湯が自由にいただけたのでありがたく、大きなストーブを囲んで、コーヒーと、本田（智）さん手作りのチーズケーキをいただき、のんびりとくつろいだ。もう出かけないと決めたので、夕食は１７時と早めにしてもらう。
この宿の水は、少し離れた場所から湧水を引いて溜めているのを使っているそうだが、今の時期は、湧水自体が凍って水が出ないそうで、節水のため洗面所の水は出ず、消毒液とペーパータオルが置いてあった。
広間の四方の壁には四季折々の富士山や宿を訪れた人たちの写真とサインが所狭しと掲げられていた。若き日の天皇陛下の玄関先での写真やイタリアの登山家ラインホルト・メスナー来泊時のサインまであって、びっくりポンだ。山岳映画の舞台にもなったのか、宿の御夫婦と写る阿部寛や小栗旬などの写真もある。
夕食は、イワナの塩焼き、マグロの刺身、ハンバーグなど思いのほか種類が豊富だ。
持ち寄ったビールで乾杯し、本田（敏）さんから差入れの幻の銘酒「雪中梅」を有難くいただく。やはり越後の酒は旨い。
食後、島さんと庄司さんは、外に出たようで、オリオン座、三ツ星、シリウス、今は減光して2等星の暗さのベテルギウス、小犬座のプロキオンが作る冬の大三角形などがきれいに見られたとのこと。これはもちろん島さんからの話。いつの間にか晴れたのだ。
男性部屋に全員が集まり、こたつを囲んで、もう一杯。ポットを借りてきて、野口さんのいいちこをお湯割りでいただく。島さんは梅酒。庄司さんからは腕によりをかけたおかずが出て、豪勢な二次会になった。
男部屋では、こたつに各自の布団をくっつけて、足を入れて寝ることにした。随分と懐かしい。
島さんは、夜中４時前にも外に出てみたそうで、すごく冷えていたが、さそり座、蛇遣い座、ヘラクレスなどが随分ときれいに見えたと、翌朝教えてくれたのだった。

（２日目）
５時３０分起床。日の出が６時２５分だと教えてもらっていた。６時過ぎ、朝食前に開運山と御巣鷹山を回って戻って来ようと、カメラとスマホだけを持って外に出た。風が冷たいが視界に雲は全くない。土が凍っている。まず登り２分足らずの展望広場に行ってみる。左側に富士山の頭が大きく見えてくる。しばし見とれてしまうが、日の出に間に合うように、三つ峠山の最高峰、開運山（1785.2ｍ）に向かう。少し下ってから、砂利の階段を登って行く。階段横のちょっとした崖のテラスでは、男女二人が富士山に向けてカメラを据えていた。野口さんは宿からアイゼンを付けていたが、邪魔になって外した。開運山の右側（南東側）斜面は断崖絶壁で、昔から岩登りのゲレンデとして知られている。山頂の左手（北側）にはＮＨＫの電波塔が立っている。１０分ほどで着いた頂上はそれほど広くない。一人、若い男性が写真を撮っていた。右手（南西方向）の目の前に大きく富士山が聳えている。あいだを遮るものは何もない。富士の東側斜面が日の出を前に薄っすらと赤みを帯びて輝いている。手袋を外すとすぐに指がかじかんでくるが、シャッターを切らずにはいられない。さすが日本最高の独立峰にして世界文化遺産だ。美しい。東の丹沢山地の方角から太陽が顔を出した。富士山と御来光を同時に拝めるのは、只々ありがたや。
記念撮影後、しばし富士山を目に焼き付けてから、隣りの御巣鷹山へ向かう。鞍部を越え１０分ほどで御巣鷹山山頂に着く。山頂は、ＮＴＴ電波塔の建物で占められており、休む場所もない。建物の周りを一回りして、すぐに引き返す。鞍部から分岐する下りの近道を、１０分ほどで四季楽園に戻ることができた。
すぐに朝食の席に着く。焼き鮭、生卵と納豆、お新香に海苔とヨーグルト、みそ汁。ひと歩きしてきて空腹だったので、バクバクと食べた。
部屋に戻って荷造りをし、玄関先に集合すると、宿の御主人夫婦が出てきて見送ってくれた。御主人に写真を撮ってもらい、四季楽園に別れを告げる。すぐの展望広場でまた雲一つない富士山を眺める。いい天気だ。下りは、木無山分岐を経て、霜山、天上山、富士見台パノラマロープウェイ駅に至るコースだ。宿のお女将さんから、ずっと富士山を目の前に見ながらの展望コースだと教えられていたとおり、大きな富士山を木々の間に見ながら、時折霜柱がきらきらと輝いているのを踏んで、緩い傾斜の歩きやすい登山道をのんびりゆっくりと下る。急いで下るのがもったいないのだ。
連休なのに出会う登山者は思ったよりも少なく、単独行の男性が3，4人だけだった。一眼レフを持って登ってきたおじさんは、今日の晴れた富士もいいが、昨日のような悪天候の時にちらっと顔を見せる富士の方が、カメラマンにはおもしろいのさと言っていた。
本田（智）さんが、ときどきスマホで登山アプリのヤマップを開き、現在地を確認してくれる。出発から1時間半ほどで送電鉄塔に着く。木々が途切れて視界が広がり、冷たい風が吹きつけてきたが、富士山がひときわ大きく見える。休憩中の若い男性に写真を撮ってもらった。北西方向には南アルプスが雪の峰を連ねているはずだが、あいにく雲に覆われている。その後１５分ほどで霜山を過ぎたはずだが、よくわからなかった。さらに３０分ほどで一度車道を横切り、出発してから３時間ほどで天上山直下の分岐に着いた。野口さんと寺尾は天上山の山頂に向かい、他の４人は登らずに巻き道をロープウェイ駅に直行することになり、二手に分かれた。山頂（1139.9m）には石祠と石碑がある。天上山は、民話「かちかち山」のモデルの山だ。合掌して振り向けば、富士山が間近に堂々とした雄姿を見せている。
天上山から下れば、ほんの数分でロープウェイ駅だ。その上にある富士見台の手前で、４人が待ちわびていた。富士見台とロープウェイ駅周辺は大勢の観光客でにぎわっていた。中国語らしき会話も聞こえてくる。乗り場の改札まで２、３０人ほどの行列に並ぶ。上りの到着した箱から満員の客が吐き出されてくる。外国人が多い。冷たい風が吹きすさぶ中、１５分ほど並んで下りの箱に乗り込んだ。満員だ。ザックを足元に置き、窓から外を見つめたまま、じっと動かないようにしていた。メンバー全員が同じ思いだったのではないか。新型コロナウイルス感染が拡大している今、特に我々老人組は命にかかわるのだ。二日間で最も緊張した５分間だった。
湖畔の駐車場に着き、軽装になってから、土産物店に寄り、近くの和食堂でそばやうどんを食べ、そそくさと出発したのだった。
高速道路に入る前にガソリンスタンドで給油した。女性店員が親切に観光地図をくれた。近くの温泉に立ち寄る予定だったが、感染を恐れて中止し、一路帰還の途についた。赤城高原PAから栄PA間は運転を交代した。関越トンネルを抜けると、湯沢は吹雪だった。栄PAで清算を済ませ、渋滞もなく無事に帰豊することができた。
山小屋一泊、緩い坂の歩きやすい登山道、食料もシュラフも不要の身軽でのんびりとした山行を楽しむことができた。二日目は天気が良く、思いのほか登山客が少なかったので、天下の名峰富士山の絶景を独り占めできたような満足感が残る山旅だった。
そういえば、偶然にも二日目の２．２３は、「富士山の日」なんだそうである。　
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天　　候　（河口湖付近）２２日小雨（強風）、２３日晴（強風）
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